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一般会計歳入01健全化判断比率と資金不足比率決算チェック

01

平成１９年度決算から財政判断指標の公表義務付け

　平成１９年６月に成立しました「地方公共団体の財政の健全化に関する法律」（財政健全化法）により健全化

判断比率の公表が義務付けられ、本格実施となる平成２０年度決算でいずれかの基準を超えると「早期健全化

団体」や国の管理下におかれる「財政再生団体」となります。

　せたな町においては、事業の厳選や起債借入の抑制をはじめとする様々な取り組みにより実質公債費比率

で昨年の23.0％から1.2％減の21.8％となり、財政健全化の方向に進み始めました。

実質公債費比率は公債費の抑制や起債の繰上償還などにより平成１９年度をピークに減少していきますが、平

成２４年度には適正といわれる18.0％以下となるよう今後も「財政非常事態宣言」のもと取り組んでいきます。

増減平成２０年度平成１９年度健全化判断比率

－－－実質赤字比率

－－－連結実質赤字比率

△1.2%  21.8%  23.0%実質公債費比率

△ 7.8%140.9%148.7%将来負担比率

経営健全化基準比率区分資金不足比率

－法適用病院事業

－

法否適用

簡易水道事業

 20.0%－公共下水造事業

－漁業集落排水事業

－原力発電事業

総務省のホームページには全国版の健全化判断比
率等（速報値）が掲載されています。
（平成２１年１０月２日報道資料）

http://www.soumu.go.jp/menu_news/s-　　　　　　
　　　　　　news/02zaisei07_000009.html

※法とは「地方公営企業法」
※用語の解説は５ページ

ふり返る。前年度の町財政

早期健全化基準

  14.32%

  19.32%

  25.0%

350.0%

財政再生基準

20.00%

40.00%

35.00%

－
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自主財源（15.4%）

依存財源（84.6%）

普通会計歳入決算チェック

02

依存財源が全体の８割強を占める

一般会計歳入決算チェック

01普通会計歳出決算チェック

03

前年度に比べて約２億円の減額

　歳入の決算額は95億6,476万円で、前年度比

2.5％、約2億3,000前万円の増額となりました。

　歳入に占める依存財源の割合は84.6％と多額で、

地方交付税で56億7,333万円、前年度比2.5%、約1億

3,800万円の増、国庫支出金では9億3,601万円で前

年度比224.6％、約6億4,800万円の増となりました。

国庫支出金が増額となる理由は国の景気対策による

定額給付金給付事業や地域活性化生活対策事業によ

るものです。依存財源全体では8.6％、約6億4,000

万円の増額となりました。

　これに対し、町の自主財源は14億6,851万円で前

年度比21.8％、約4億1,000万円の減額となりました

が、これは平成19年度の繰入金4億1,955万円に対し

平成20年度では1億1,774万円となり、前年度対比

256.3％、3億181万円の減となったためです。繰入

金の減額となる理由は財源不足による財政調整基金

の取り崩しや地域振興基金からの借入が減ったこと

によるものです。

　歳出の決算額は90億2,076万円で、前年度比

2.4％、約2億2,000万円の減額となりました。

　性質別経費では、借入金返済の公債費が18億

9,206万円で21.0%、議員報酬や職員給与費である人

件費が15億7,326万円で17.4％、国の法律に基づい

て支出する扶助費が4億2,830万円、4.8％となり、こ

れらの義務的経費が歳出全体の43.2％と高い割合と

なっています。その他の経費の中では、産業振興、

福祉・医療などの充実のための助成金や一部事務組

合（消防・衛生センター）への負担金などの補助費

が16億171万円、17.8％となっています。また、国

民健康保険や老人保健、介護保険、後期高齢者医療

などの医療や福祉、簡易水道・下水道などの改良・

整備への繰出金が9億8,922万円で歳出全体の11.0％

を占めています。

特集　せたなの台所事情

普通会計歳入歳出差引額5億4,400万円のうち平成20年度事業で翌年度に繰越す財源4億5,299万円（定額

給付金給付事業や地域活性化生活対策事業など）と財政調整基金への繰入額5,019万円を差引いた4,082

万円は前年度繰越金として平成21年度の歳入となります。

国庫支出金(9.8%)
9億3,601万円

地方債(9.2%)
8億8,000万円

道
支
出
金
(3.3%)

3億
1,506万

円

町税(7.2%)
6億9,265万円

地方交付税（59.3%）
56億7,333万円

歳入合計

９５億
6,476万円

     使用料・
     手数料
  （2.5%）
2億4,188万円

　繰入金ほか
　 （5.6%）
5億3,398万円

義務的経費(43.2%)
投資的経費(11.7%)

公債費(21.0%)
18億9,206万円

人件費(17.4%)
15億7,326万円

扶助費(4.8%)
　 4億2,830円

補助費(17.8%)
16億0,171万円

繰出金(11.0%)
9億8,922万円

物件費(10.9%)
9億8,225万円

積立金ほか
(5.5%)

5億0,109万円

普通建設
事業費(11.7%)
10億5,287万円

歳出合計

90億
2,076万円

その他の経費(45.2%)

地
方
譲
与
税
等
(3.1%

)

2億
9,185万

円
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普通会計収支の状況非
常
事
態
宣
言

　「財政非常事態宣言」後の平成１８～２０年度の普通会計決算状況は次の

とおりです。

　注目すべき点は三つあります。まず一つ目は、歳入の依存財源であ

る地方債です。地方債はこの３年間で約4億3,000万円、33.1％減少し

ています。これは、優先順位を勘案し起債事業を厳選した結果となり

ます。また、地方債の借入をその年の返済額以下に抑えることで、将

来の借金残高を減らします。

　二つ目は、自主財源である繰入金で約1億9,000万円、61.6％減少し

ています。平成１８・１９年度は財源不足によりまちの貯金である基金か

ら借入していましたが、平成２０年度では歳出の削減効果などにより借

入しなくてすみました。

　三つ目は、歳出の義務的経費である人件費です。特別職や職員人件

費の独自削減、退職者不充当などにより約2億5,000万円、13.9％減少

しています。

　以上三点以外にも、歳入では渡島檜山地方税滞納整理機構へ加入し

町税収納の強化を図り、自主財源の確保に努めています。また、歳出

では事務事業の見直しや組織機構の見直しなどによりさまざまな行政

経費の削減に繋がっています。

２０年度と１８年度を比べ各年度決算の状況
区　　分

増減率増減額平成20年度平成19年度平成18年度

△2.3% △2億2,847万円 95億6,476万円 93億3,421万円 97億9,323万円  歳　　　入

0.9% 7,576万円 80億9,625万円 74億5,523万円 80億2,049万円  依存財源

1.3% 7,005万円 56億7,333万円 55億3,543万円 56億0,328万円  地方交付税

132.9% 5億3,411万円 9億3,601万円 2億8,833万円 4億0,190万円  国庫支出金

△33.1% △4億3,470万円 8億8,000万円 8億8,550万円 13億1,470万円  地方債

6.9% 2,032万円 3億1,506万円 4億2,733万円 2億9,474万円  道支出金

△28.1% △1億1,402万円 2億9,185万円 3億1,864万円 4億0,587万円  地方譲与税等

△17.2% △3億0,423万円 14億6,851万円 18億7,898万円 17億7,274万円  自主財源

2.4% 1,617万円 6億9,265万円 7億1,791万円 6億7,648万円  町税

△6.8% △1,771万円 2億4,188万円 2億4,697万円 2億5,959万円  使用料・手数料

△2.8% △413万円 1億4,558万円 2億0,264万円 1億4,971万円  分担金・負担金

△61.6% △1億8,894万円 1億1,774万円 4億1,955万円 3億0,668万円  繰入金

△28.8% △1億0,962万円 2億7,066万円 2億9,191万円 3億8,028万円  諸収入　　など

△6.9% △6億6,973万円 90億2,076万円 92億4,038万円 96億9,049万円  歳　　　　出

△5.5% △2億2,841万円 38億9,362万円 41億0,407万円 41億2,203万円  義務的経費

△1.0% △1,877万円 18億9,206万円 19億8,772万円 19億1,083万円  公債費

△13.9% △2億5,321万円 15億7,326万円 16億9,732万円 18億2,647万円  人件費

11.3% 4,357万円 4億2,830万円 4億1,903万円 3億8,473万円  扶助費

△2.8% △1億1,778万円 40億7,427万円 42億1,643万円 41億9,205万円  その他経費

0.3% 540万円 16億0,171万円 15億5,342万円 15億9,631万円  補助費

3.4%  3,233万円 9億8,922万円 10億2,624万円 9億5,689万円  繰出金

△9.5% △15,551万円 14億8,334万円 16億3,677万円 16億3,885万円  物件費　　など

△23.5% △3億2,354万円 10億5,287万円 9億1,988万円 13億7,641万円  投資的経費

△23.5% △3億2,354万円 10億5,287万円 9億1,988万円 13億7,641万円  普通建設事業費

5億4,400万円 9,383万円 1億0,274万円 歳入歳出差引額
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恭恭恭恭恭恭恭恭恭恭恭恭恭恭恭恭恭恭恭恭恭恭恭恭恭恭恭恭恭恭恭恭恭恭恭恭恭恭恭恭恭恭恭

狂狂狂狂狂狂狂狂狂狂狂狂狂狂狂狂狂狂狂狂狂狂狂狂狂狂狂狂狂狂狂狂狂狂狂狂狂狂狂狂狂狂狂

教
教
教
教
教
教
教
教
教
教
教
教

橋
橋
橋
橋
橋
橋
橋
橋
橋
橋
橋
橋

特集　せたなの台所事情

　

ま
ち
の
借
金
で
あ
る
起
債
残
高
は
平
成　

年
１７

度
末
の
約
２
１
２
億
１
，
０
０
０
万
円
か
ら
平

成　

年
度
末
の
約
１
８
４
億
６
，
０
０
０
万
円

２０
と
な
り
、　

億
５
，
０
０
０
万
円
減
り
ま
し
た
。

２７

※町民一人当たりの残高は、平成21年3月31日現在の住民基本台帳人口10,107人で除した額

まちの貯金・まちの借金非
常
事
態
宣
言

【
用
語
解
説
】

●
健
全
化
判
断
比
率
／
実
質
赤

字
比
率
、
連
結
実
質
赤
字
比
率
、

実
質
公
債
費
比
率
及
び
将
来
負

担
比
率
の
四
つ
の
財
政
指
標
の

総
称
で
す
。

●
実
質
赤
字
比
率
／
せ
た
な
町

の
普
通
会
計
を
対
象
と
し
た
実

質
赤
字
額
の
標
準
財
政
規
模
に

対
す
る
比
率
で
す
。

●
連
結
実
質
赤
字
比
率
／
公
営

企
業
会
計
を
含
む
せ
た
な
町
の

全
会
計
を
対
象
と
し
た
実
質
赤

字
額
又
は
資
金
の
不
足
額
の
標

準
財
政
規
模
に
対
す
る
比
率
で

す
。

●
実
質
公
債
費
比
率
／
せ
た
な

町
の
全
会
計
及
び
一
部
事
務
組

合
（
北
部
桧
山
衛
生
セ
ン
タ
ー
組

合
な
ど
）
が
負
担
す
る
元
利
償
還

金
及
び
準
元
利
償
還
金
の
標
準

財
政
規
模
を
基
本
と
し
た
額
に

対
す
る
比
率
で
す
。

●
将
来
負
担
比
率
／
せ
た
な
町

の
全
会
計
、
一
部
事
務
組
合
、
土

地
開
発
公
社
及
び
第
三
セ
ク

タ
ー
（
温
泉
ホ
テ
ル
き
た
ひ
や
ま

な
ど
）
が
将
来
負
担
す
べ
き
実
質

的
な
負
債
の
標
準
財
政
規
模
に

対
す
る
比
率
で
す
。

●
標
準
財
政
規
模
／
標
準
的
な

税
収
入
額
と
地
方
道
路
譲
与
税

な
ど
の
交
付
金
に
地
方
交
付
税

を
加
え
た
額
で
、
標
準
的
な
行

政
サ
ー
ビ
ス
を
行
う
た
め
の
一

般
財
源
の
規
模
を
示
す
金
額
で

す
。

●
資
金
不
足
比
率
／
せ
た
な
町

の
特
別
会
計
で
あ
る
病
院
事
業

や
簡
易
水
道
事
業
な
ど
の
各
公

営
企
業
の
営
業
収
益
（
料
金
収
入

な
ど
）
と
事
業
規
模
と
を
比
較
し

た
比
率
で
、
経
営
状
況
の
深
刻

度
を
表
す
指
標
で
す
。

借借金金

貯貯金金

町民一人
当  た り合   　計特別会計一般会計区　　分

210万円 212億1,340万円 53億1,772万円 158億9,568万円 平成17年度

決　
　

算

205万円 207億2,341万円 50億8,181万円 156億4,160万円 平成18年度

193万円 195億4,277万円 46億5,544万円 148億8,733万円 平成19年度

183万円 184億6,324万円 43億0,044万円 141億6,280万円 平成20年度

△27万円 △27億5,016万円 △10億1,728万円 △17億3,288万円 増減(H20－H17)

178万円 179億5,168万円 41億3,440万円 138億1,728万円 平成２１年度

推　
　

計

170万円 171億4,117万円 40億8,915万円 130億5,202万円 平成２２年度

162万円 164億1,841万円 41億9,007万円 122億2,834万円 平成２３年度

154万円 155億4,000万円 40億8,409万円 114億5,591万円平成２４年度

△56万円 △56億7,340万円 △12億3,363万円 △44億3,977万円 増減(H24－H17)

増減(H20－H17)平成20年度平成19年度平成18年度平成17年度区　　分

△4,238万円 3億4,598万円 2億9,276万円 3億3,768万円 3億8,836万円 財政調整基金

△7,549万円 4,383万円 6,367万円 9,342万円 1億1,932万円 減債基金

5億0,288万円 19億8,802万円 18億0,703万円 15億5,780万円 14億8,514万円 

その他特目基金など
（特別会計・備考資金
含む）

7億2,424万円 7億2,424万円 6億1,729万円 3億0,010万円 0万円 うち　地域振興基金

2億3,300万円 3億5,300万円 3億3,800万円 1億6,500万円 1億2,000万円 うち　一般会計への長期貸付

3億8,501万円 23億7,783万円 21億6,346万円 19億8,890万円 19億9,282万円 合　　計

まと
め



税税税税税税税税税税税の公平性
納期限内に税を納付された人と納付されな

かった人の不公平をなくし税の公平性を保

つために、町では法律に基づき滞納処分を

行ないます。

自主納付
納税本来の姿は、定められた納期限までに

自主的に納付していただくものです。町税

を滞納すると納税の催告のため費用がかか

り、納付していただいた町税を有効に活用

することができません。納期限内の自主納

付にご協力ください。

滞納処分
文書や電話、訪問による再三の催告にもか

かわらず納税相談や納付がないときは、法

律に基づき大切な財産（不動産・動産・債

権（給料・生命保険など））を差し押さえし、

換価して、滞納町税にあてます。

町
税
は
町
民
の
皆
様
へ
の
身
近
な
行
政
サ
ー
ビ
ス
に

使
わ
れ
る
大
切
な
財
源
で
す
。
滞
納
が
あ
る
と
町
の

財
政
運
営
に
影
響
し
、
行
政
サ
ー
ビ
ス
の
実
施
に
支

障
を
き
た
す
こ
と
に
な
り
ま
す
。
皆
様
の
ご
理
解
と

ご
協
力
の
も
と
、
納
期
限
内
納
付
を
お
願
い
し
ま
す
。

何
ら
か
の
事
情
に
よ
り
納
期
限
ま
で
に
納
付
の
困
難

な
方
は
、
分
割
納
付
な
ど
の
納
付
方
法
に
つ
い
て
お

気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

町
で
は
、
財
政
健
全
化
に
向
け
努

町
で
は
、
財
政
健
全
化
に
向
け
努
力力

し
て
お
り
ま
す
。
そ
う
し
た
中
で

し
て
お
り
ま
す
。
そ
う
し
た
中
で
、、

町
税
に
滞
納
が
あ
る
方
と
完
納

町
税
に
滞
納
が
あ
る
方
と
完
納
しし

て
い
る
方
が
同
じ
行
政
サ
ー
ビ

て
い
る
方
が
同
じ
行
政
サ
ー
ビ
スス

を
受
け
る
こ
と
は
町
民
の
公
平

を
受
け
る
こ
と
は
町
民
の
公
平
感感

を
阻
害
す
る
こ
と
と
な
り
ま
す

を
阻
害
す
る
こ
と
と
な
り
ま
す
。。

こ
う
し
た
状
況
か
ら
納
税
の
促

こ
う
し
た
状
況
か
ら
納
税
の
促
進進

及
び
滞
納
防
止
を
図
る
た
め
条

及
び
滞
納
防
止
を
図
る
た
め
条
例例

を
制
定
し
、
悪
質
な
滞
納
者
に
対

を
制
定
し
、
悪
質
な
滞
納
者
に
対
しし

て
一
部
の
行
政
サ
ー
ビ
ス
を
制

て
一
部
の
行
政
サ
ー
ビ
ス
を
制
限限

し
ま
す
。
滞
納
し
て
い
な
い
方

し
ま
す
。
滞
納
し
て
い
な
い
方
やや

約
束
ど
お
り
に
分
割
納
付
さ
れ

約
束
ど
お
り
に
分
割
納
付
さ
れ
てて

い
る
方
は
、
行
政
サ
ー
ビ
ス
の
制

い
る
方
は
、
行
政
サ
ー
ビ
ス
の
制
限限

を
受
け
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん

を
受
け
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。。

町
税
の
悪
質
な
滞
納
者
に
行
政
サ
ー

町
税
の
悪
質
な
滞
納
者
に
行
政
サ
ー
ビビ
ス
を
制
限

ス
を
制
限
し
ま
す

し
ま
す

碓

碓

碓

◎
対
象
と
な
る
税
目

◎
対
象
と
な
る
税
目
等等

　

個
人
住
民
税
・
法
人
町
民
税
・

個
人
住
民
税
・
法
人
町
民
税
・
固固

定
資
産
税
・
軽
自
動
車
税
・
国
民

定
資
産
税
・
軽
自
動
車
税
・
国
民
健健

康
保
険

康
保
険
税税

◎
実
施
時
期
と
対
象
時

◎
実
施
時
期
と
対
象
時
期期

平
成

年
4
月
か
ら
実
施
、
平

　

平
成　

年
4
月
か
ら
実
施
、
平
成成

2121

年
度
課
税
分
以
後
の
滞
納
状

　

年
度
課
税
分
以
後
の
滞
納
状
況況

2121が
対
が
対
象象

◎
制
限
を
受
け
る
滞
納

◎
制
限
を
受
け
る
滞
納
者者

納
付
能
力
が
あ
り
な
が
ら
、
再

　

納
付
能
力
が
あ
り
な
が
ら
、
再
三三

の
督
促
、
催
告
等
に
納
税
の
意
思

の
督
促
、
催
告
等
に
納
税
の
意
思
をを

示
さ
な
い
者
、
納
税
誓
約
を
守
ら

示
さ
な
い
者
、
納
税
誓
約
を
守
ら
なな

い
者
な
ど
、
納
付
に
つ
い
て
著
し

い
者
な
ど
、
納
付
に
つ
い
て
著
し
くく

誠
実
性
を
欠
き
町
税
を
滞
納
し

誠
実
性
を
欠
き
町
税
を
滞
納
し
てて

い
る
い
る
者者

◎
納
税
確
認
の
範

◎
納
税
確
認
の
範
囲囲

臼臼
法
人
の
場

法
人
の
場
合合

法
人
及
び
法
人
の
代
表

　

法
人
及
び
法
人
の
代
表
者者

渦渦
個
人
の
場

個
人
の
場
合合

本
人
及
び
家
計
を
共
に
す
る

　

本
人
及
び
家
計
を
共
に
す
る
配配

偶
者
、
父
母
、

祖
父
母
、
子
、

偶
者
、
父
母
、　

祖
父
母
、
子
、
孫孫

行政サービス等が制限される項目

 町有財産の貸付に関すること1

 物品等の購入に関すること2

 工事の請負に関すること3

 業務の委託に関すること4

 一般競争入札及び指名競争入札の参加資格、登録に関すること5

 せり売り参加資格に関すること6

 不用品の売払いに関すること7

 まちづくり活動支援事業に関すること8

 身障者運転免許取得補助事業に関すること9

 人にやさしい家づくり補助事業に関すること10

 健康で安心して暮らせるまちづくり事業に関すること11

 重度身体障害者タクシー料金助成事業に関すること12

 生活支援ハウスの利用に関すること13

 野菜生産農業経営者種苗・堆肥等購入事業助成金に関すること14

 大家畜特別支援資金利子補給に関すること15

 農漁業近代化資金利子補給に関すること16

 農園の使用許可、承認に関すること17

 町営牧場の利用に関すること18

 瀬棚港旅客施設の売店及び食堂の使用許可に関すること19

 町営住宅の入居に関すること20

 特定公共賃貸住宅の入居に関すること21

 指定給水装置工事事業者の指定に関すること22

 公共下水道排水設備指定工事店の指定に関すること23

 公共下水道排水設備工事責任技術者の登録に関すること24

 漁業集落排水設備指定工事店の指定に関すること25

 奨学資金貸付に関すること26

申請から事務手続きの流申請から事務手続きの流れれ

行政サービスの申請（納税確認同意書提出）

納税状況の確認

滞納あり滞納無し

納税誓約・分割納付申請の有無

誓約等なし

申請許可

申請許可

誓約等あり

履　行 不履行

納税相談の実施

相談に応じる 応じない

不許可

申請許可 不許可

不許可履　行 不履行

誓約書提出 誓約せず

革

革革

革

革革

革革

革革

革革

革革

革革 革

革革 革

革 革

問い合わせ／●本庁税務課徴収係殺０１３７－８４－５１１１
　　　　　　●瀬棚総合支所総務税務課税務係　殺0137-87-3311
　　　　　　●大成総合支所総務税務課税務係　殺01398-4-5511

6広報せたな



7 Setana Public Relations 

　世帯内の後期高齢者医療制度加入者の方全員の「お医者さんにかかったときの自己負担額」

と、「介護保険のサービスを利用したときの利用者負担額」の１年分の自己負担額を合算した

金額が、「介護合算算定基準額（下表）」を超えると、超えた分が高額介護合算療養費として支

給されます。

　支給額は、後期高齢者医療制度と介護保険で支払った自己負担額の割合に応じて、それぞれ

の保険者から支払われます。

　■問い合わせ先／　●北海道後期高齢者医療広域連合　殺０１１－２９０－５６０１
　　　　　　　　　　●役場本庁保健福祉課高齢者医療係殺 ０１３７－８４－５１１１
　　　　　　　　　　●瀬棚総合支所保健福祉課高齢者医療係殺 ０１３７－８７－３３１１
　　　　　　　　　　●大成総合支所町民福祉課高齢者医療係殺０１３９８－４－５５１１ 

給申請手続き旧　
　支給の対象となる方へは、１２月下旬に申請手続きの

ご案内をいたします。

　ただし、平成２０年４月から平成２１年７月の間に町外

から転入された方や７５歳に到達された方等の場合、以

前の医療保険や介護保険での自己負担額証明書とと

もに役場高齢者医療係へ申請が必要です。

興「高額介護合算療養費」の申請について

況後期高齢者医療制度又は介護保険の自己負担額のいずれかが０円の場合は対象となりません。

況支給額が、５００円未満の場合は支給されません。

況所得区分は、毎年７月３１日現在の窓口負担割合が適用されます。

介  護  合  算  算  定

基　　　準　　　額
区　　分

６７万円(８９万円)現役並み所得者

５６万円(７５万円)一　　　般

３１万円(４１万円)区分Ⅱ
住民税非課税世帯

１９万円(２５万円)区分Ⅰ

　通常、毎年８月からその翌年の７月末までの医

療保険と介護保険の自己負担額の合計をもとに

計算します。

　なお、平成２０年４月から制度が開始されたた

め、平成２０年度に限り、平成２０年４月から平成２１

年７月末の１６か月間の合計額で計算することが

できます。その場合の自己負担額の合計の基準

額は、（　　）内の金額です。

煙現役並み所得者：住民税の課税所得が145万円以上ある加入者（被保険者）とその方と同じ世帯に　

　　　　　　　　　いる加入者（被保険者）の方です。

煙住民税非課税世帯

　　区分Ⅱ：世帯全員が住民税非課税である方に適用されます。

　　区分Ⅰ：世帯全員が住民税非課税である方のうち次のいずれかに該当する方に適用されます。

　　　　　　帰世帯全員が所得0円かつ公的年金受給額80万円以下の方

　　　　　　帰老齢福祉年金を受給されている方

後期高齢者医療制後期高齢者医療制度度 のお知らせ
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功労表彰受賞者                                           

●田中義市 氏　（前せたな町選挙管理委員会委員）北檜山区
　旧北檜山町選挙管理委員会委員及びせたな町選挙管理委

員会委員として２９年の永きにわたり在職され、その間選挙

管理委員会委員長として１７年努め、選挙の公正な管理執行

体制に多大な貢献をされました。

●高橋貞男 氏　（前せたな町農業委員会委員）　大成区
　旧大成町農業委員会委員及びせたな町農業委員会委員と

して20年の永きにわたり在職され、本町の農業の発展と振

興に多大な貢献をされました。

善行表彰受賞者                                           

●江上英章 氏　　北檜山区
　本町の産業の振興のため、その基金として３００万円を寄付

されました。

●中村隆俊 氏　　東京都
　本町の産業の振興のため、その基金として１００万円を寄付

されました。

●楢崎由紀子 氏　札幌市
　本町の振興の発展のため、土地及び建物を寄付されまし

た。

●山下義昭 氏　　八雲町
　本町の振興の発展のため、宅地を寄付されました。

勤続表彰受賞者                                           

●氏家忠幸 氏　（前せたな町教育委員会委員）北檜山区
　勤続15年

　旧北檜山町教育委員会委員（H5.10.1～H17.8.31）

　せたな町教育委員会教育委員（H17.9.1～H20.10.17）

●久保　一 氏　（前せたな町教育委員会教育長）大成区
　勤続12年

　旧大成町教育委員会教育長（H9.10.1～H17.8.31）

　せたな町教育委員会教育長（H17.10.18～H21.10.17）

●近藤宏平 氏　（前せたな町農業委員会委員）北檜山区
　勤続18年

　旧北檜山町農業委員会委員（S63.7.1～H3.6.30）

　旧北檜山町農業委員会委員（H6.7.1～H12.6.30）

　旧北檜山町農業委員会委員（H15.5.22～H17.8.31）

　せたな町農業委員会委員（H17.9.1～H21.4.22）

●三上博則 氏　（せたな町農業委員会委員）北檜山区
　勤続15年

　旧北檜山町農業委員会委員（H6.7.1～H17.8.31）

　せたな町農業委員会委員（H17.9.1～現在）

●工藤正剛 氏　（せたな町農業委員会委員）北檜山区
　勤続15年

　旧北檜山町農業委員会委員（H6.7.1～H17.8.31）

　せたな町農業委員会委員（H17.9.1～現在）

11月2日、温泉ホテルきたひやまにおいて、平
成２１年度せたな町表彰式が開催されました。
受賞者は下記のとおりです。

平成２１年度

せたなせたな町町
表彰表彰式式

当日の出席者による記念写真※せたな町表彰条例に基づいて表彰を行っております。

優良運転者表彰候補者の自己申告について

■せたな地区交通安全協会連合会　担当：中飯　殺0137-84-6110

～無事故１５年で、かつ無違反５年以上の方～

●表彰を受ける資格を有する方
　虚せたな地区交通安全協会に加入している会員の方
　許函館方面・北海道交通安全協会から優良運転者として表彰を受けたことのない方
　距平成６年１２月３１日以前に免許証を取得され、運転経験が満１５年以上の方と、平成７年１月１日～平
　　成２１年１２月３１日までの１５年間無事故の方で（無事故１５年以上の方も有資格者です）なおかつ、平成
　　１７年１月１日～２１年１２月３１日までの満５年間無違反の方（無違反５年以上の方も有資格者です）
　＊距の無事故・無違反の2つの資格がそろった方が候補者として申告できます。

●申告先等
　免許証と印鑑を持参の上、せたな地区交通安全協会連合会（せたな警察署内）へ来署してください。
　期日／平成２２年１月２２日まで（土・日・祝日、１２月２９日から１月３日は除く。）
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「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「ひひひひひひひひひひひひひひひひひひひひひひひひややややややややややややややややややややややややまままままままままままままままままままままままま・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・リリリリリリリリリリリリリリリリリリリリリリリリササササササササササササササササササササササササイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイククククククククククククククククククククククククルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルル工工工工工工工工工工工工工工工工工工工工工工工工「ひやま・リサイクル工作作作作作作作作作作作作作作作作作作作作作作作作作
ココココココココココココココココココココココココンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンククククククククククククククククククククククククーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーールルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルル２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２００００００００００００００００００００００００００００００００００００００００００００００００９９９９９９９９９９９９９９９９９９９９９９９９                             コンクール２００９」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」Handicraft

　先月にもお知らせした「ひやま・リサイクル工作コンクール２００９」（北海道檜山支庁主催）に入賞

したせたな町小学児童の作品が、役場本庁、各総合支所で展示されました。ご覧になった方も多い

かと思います。今月はその作品をご紹介します。

銀賞
　山代　 晴久 くん

はるく

　（北檜山小学校１年）

銅賞
　倉見　 乙楓 ちゃん

いちか

　（瀬棚小学校２年）

銅賞
　大野　 裕太 くん

ゆうた

　（久遠小学校５年）

「SL空き缶号「SL空き缶号」」

■高学年の部

「レジギガスちょきんばこ「レジギガスちょきんばこ」」

メリーゴーランメリーゴーランドド

■低学年の部
金賞
　田原　 功大 くん

あつひろ

　（久遠小学校１年）

「えこざうるす「えこざうるす」」

　強力接着剤で、手や足にスプーン

をつけたりするのが、とっても難し

かったです。

　工夫したところは、顔です。

　顔がうまく出来てうれしいです。

　工夫したところは足や体に色つ

きのテープをはったり、銀紙に色を

塗ったところです。

　銀紙をくしゃくしゃにしてから

色を塗ったので、難しかったです。

　うさぎを切るのが難しくて、何度

も練習しました。うまく出来たと

きは嬉しかったです。色紙を丸く

切って何度ものりが手につい

ちゃったけど、うまく貼れました。

　タイヤとかをつけるところが、と

ても難しかったです。

　工夫したところは、風景や煙を描

いて、SLが走っている感じをだし

たところです。

【お詫び】先月号で山代晴久くんの作品名を「三連水車」と記載していましたが、「レジギガスちょきんばこ」
　　　     の誤りでしたので訂正しておわびします。



12広報せたな

health

新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
予
防
接
種
に
つ
い
て

釜
保
健
師
か
ら
の
健
康
ア
ド
バ
イ
ス

～
知
っ
て
い
た
だ
き
た
い
こ
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ご
理
解
し
て
い
た
だ
き
た
い
こ
と
～

今月の担当

瀬棚区

藤田　京です

興
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
特
徴

　

新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
は
、
季
節
性
の

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
と
抗
原
性
（
免
疫
反
応

を
引
き
起
こ
さ
せ
る
物
質
の
性
質
）
が
大

き
く
異
な
っ
て
お
り
、
免
疫
を
獲
得
し
て

い
な
い
人
が
多
く
、
ま
た
、
感
染
力
も
強

い
た
め
に
、
各
地
に
お
い
て
急
速
な
蔓
延

に
よ
り
、
全
国
規
模
で
の
流
行
が
本
格
化

し
て
い
ま
す
。

　

新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
症
状
は
、
突

然
の
高
熱（　

℃
以
上
）、
咳
や
の
ど
の
痛

３８

み
、
頭
痛
、
鼻
汁
・
鼻
閉
、
全
身
の
関
節

痛
･倦
怠
感
な
ど
季
節
性
の
イ
ン
フ
ル
エ

ン
ザ
と
似
た
症
状
が
特
徴
で
す
。
ま
た
、

季
節
性
と
比
べ
、
下
痢
な
ど
の
消
化
器
症

状
が
多
い
可
能
性
が
指
摘
さ
れ
て
い
ま

す
。
ほ
と
ん
ど
の
人
が
軽
症
で
回
復
し
て

い
ま
す
が
、
小
児
や
慢
性
的
に
持
病
の
あ

る
方
は
、
重
症
化
し
や
す
い
傾
向
が
あ
る

の
で
注
意
が
必
要
で
す
。

　

自
覚
症
状
が
あ
り
、
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

と
疑
わ
れ
る
場
合
は
、
必
ず
、
事
前
に
医

療
機
関
に
電
話
を
し
て
、
受
診
方
法
に
つ

い
て
確
認
を
す
る
よ
う
に
お
願
い
し
ま

す
。

　

新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
は
抗
イ
ン
フ
ル

エ
ン
ザ
ウ
イ
ル
ス
薬
（
タ
ミ
フ
ル
･リ
レ
ン

ザ
）
が
有
効
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
ウ
イ
ル

ス
の
増
殖
を
抑
え
、
発
症
後　

時
間
以
内

４８

の
投
与
で
あ
れ
ば
、
効
果
が
期
待
さ
れ
ま

す
。
副
作
用
の
危
険
性
も
あ
る
た
め
、
医

師
と
の
相
談
に
て
処
方
さ
れ
ま
す
。

　

重
症
化
の
心
配
が
な
く
、
入
院
の
必
要

性
が
な
い
方
は
、
自
宅
に
て
療
養
す
る
こ

と
に
な
り
ま
す
。
家
族
と
は
別
の
部
屋
で

過
ご
し
接
触
を
避
け
る
よ
う
に
し
ま
す
。

タ
オ
ル
は
家
族
と
違
う
も
の
を
使
用
し
、

マ
ス
ク
を
着
用
し
て
く
だ
さ
い
。
マ
ス
ク

は
湿
度
を
保
つ
た
め
、
呼
吸
が
楽
に
な
る

効
果
も
あ
り
ま
す
。
時
折
窓
を
開
け
て
換

気
を
し
、
ス
ポ
ー
ツ
ド
リ
ン
ク
な
ど
の
水

分
補
給
は
こ
ま
め
に
摂
る
よ
う
に
し
て
く

だ
さ
い
。
ま
た
、
消
化
の
良
い
食
事
と
十

分
な
睡
眠
が
回
復
を
早
め
ま
す
。
熱
が
下

が
っ
て
か
ら
２
日
間
は
感
染
す
る
可
能
性

が
あ
る
た
め
、
外
出
を
控
え
る
よ
う
に
お

願
い
し
ま
す
。

興
ワ
ク
チ
ン
接
種
の
効
果
と
安
全
性
･

副
反
応

　

今
回
使
用
さ
れ
る
国
内
産
の
新
型
イ
ン

フ
ル
エ
ン
ザ
ワ
ク
チ
ン
は
、
季
節
性
イ
ン

フ
ル
エ
ン
ザ
と
同
様
の
方
法
で
製
造
さ
れ

て
お
り
、
安
全
性
に
つ
い
て
は
季
節
性
の

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
ワ
ク
チ
ン
と
ほ
ぼ
同
程

度
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
て
お
り
ま
す
。
接

種
後
に
引
き
起
こ
さ
れ
る
症
状
（
副
反
応
）

に
つ
い
て
は
、
比
較
的
頻
度
の
高
い
副
反

応
と
し
て
、
接
種
し
た
部
位
（
局
所
）
の

　

月　

日
（
月
）
か
ら
、
新
型
イ
ン
フ

11

16

ル
エ
ン
ザ
の
予
防
接
種
を
開
始
し
て

い
ま
す
。

　

こ
の
予
防
接
種
は
、
現
時
点
で
は
、

重
症
化
や
死
亡
の
防
止
に
一
定
の
効

果
が
期
待
さ
れ
ま
す
が
、
感
染
の
防

止
･流
行
の
阻
止
に
対
し
て
は
、
効
果

が
保
証
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
。
そ
の
た

め
、
接
種
し
た
か
ら
と
い
っ
て
、
罹
ら

な
い
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

ま
た
、
ワ
ク
チ
ン
の
提
供
で
き
る

量
に
限
り
が
あ
る
た
め
、
重
症
化
し

や
す
い
方
を
優
先
し
て
、
接
種
す
る

対
象
の
順
番
が
決
め
ら
れ
て
お
り
ま

す
。

　

季
節
性
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
と
同
様

に
、
任
意
接
種
と
な
り
、
個
人
の
選

任
意
接
種
と
な
り
、
個
人
の
選
択択

に
よ
り
接
種
し
て
い
た
だ
く
よ
う

に
よ
り
接
種
し
て
い
た
だ
く
よ
う
にに

な
り
ま
す
の
で
、
ご
理
解
を
お
願

な
り
ま
す
の
で
、
ご
理
解
を
お
願
いい

い
た
し
ま
す

い
た
し
ま
す
。。

発
赤
や
腫
れ
、
疼
痛
が　

～　

％
に
起
こ

10

20

り
ま
す
。
ま
た
、
全
身
性
の
反
応
と
し

て
、
発
熱
、
頭
痛
、
寒
気
、
倦
怠
感
な
ど

が
5
～　

％
に
起
こ
り
、
い
ず
れ
も
２
～

10

３
日
で
消
失
し
ま
す
。
ま
れ
に
、
ワ
ク
チ

ン
に
対
す
る
ア
レ
ル
ギ
ー
反
応
と
し
て
、

じ
ん
ま
し
ん
や
そ
れ
に
伴
う
か
ゆ
み
な
ど

が
み
ら
れ
ま
す
。
ま
た
、
重
篤
な
症
状

（
喘
息
発
作
、
け
い
れ
ん
、
急
性
脳
症
、
肝

機
能
障
害
な
ど
）
を
引
き
起
こ
す
可
能
性

も
あ
り
ま
す
。

　

ワ
ク
チ
ン
接
種
に
伴
い
生
じ
た
健
康
被

害
の
救
済
措
置
に
つ
い
て
は
、
新
型
イ
ン

フ
ル
エ
ン
ザ
に
よ
る
新
た
な
特
別
措
置
法

が
制
定
さ
れ
、
給
付
の
額
な
ど
に
つ
い
て

は
、
季
節
性
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
定
期
予

防
接
種
の
給
付
措
置
を
踏
ま
え
、
独
立
行

政
法
人
医
薬
品
医
療
機
器
総
合
機
構
法
に

基
づ
く
副
作
用
救
済
給
付
と
同
様
に
よ
り

対
応
さ
れ
ま
す
。

興
優
先
接
種
対
象
者

　
　

月　

日
及
び
今
回
の
全
戸
配
布
に
よ

11

12

る
チ
ラ
シ
に
お
い
て
、
詳
し
く
お
知
ら
せ

し
て
お
り
ま
す
が
、
優
先
接
種
対
象
者
順

に
、
接
種
を
開
始
し
て
お
り
ま
す
。

　

対
象
者
の
う
ち
、
接
種
を
希
望
さ
れ
る

場
合
は
、
必
ず
医
療
機
関
で
予
約
が
必
要

に
な
り
ま
す
。

　

接
種
費
用
等
に
つ
き
ま
し
て
は
、
全
戸

配
布
の
チ
ラ
シ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

興
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
ワ
ク
チ
ン

　

Ｑ
＆
Ａ

Ｑ
１　

季
節
性
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
ワ
ク
チ

ン
は
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
ワ
ク
チ
ン
に

も
効
果
が
あ
る
の
で
し
ょ
う
か
？

Ａ
１　

そ
れ
ぞ
れ
の
ワ
ク
チ
ン
は
そ
れ
ぞ
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れ
の
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
に
し
か
効
果
が
な

い
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
季
節
性
の
イ

ン
フ
ル
エ
ン
ザ
ワ
ク
チ
ン
を
希
望
す
る
場

合
、　

月
中
旬
頃
ま
で
接
種
す
る
こ
と
が

12

望
ま
し
い
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
な
お
、
国

内
産
の
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
ワ
ク
チ
ン

と
季
節
性
の
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
ワ
ク
チ
ン

の
同
時
接
種
は
、
医
師
が
必
要
と
認
め
た

場
合
に
、
同
時
実
施
可
能
と
さ
れ
て
お
り

ま
す
の
で
直
接
主
治
医
に
確
認
を
お
願
い

し
ま
す
。
た
だ
し
、
輸
入
ワ
ク
チ
ン
の
同

時
接
種
に
つ
い
て
は
、
検
討
の
必
要
性
が

あ
り
、
当
面
差
し
控
え
る
こ
と
が
望
ま
し

い
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
季
節
性
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
は
、

０
歳
～　

歳
ま
で
は
２
回
接
種
、
そ
れ
以

１２

外
は
１
回
接
種
。
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

の
優
先
対
象
者
は
、
１
歳
～
高
校
３
年
生

ま
で
は
２
回
接
種
、
そ
れ
以
外
は
１
回
接

種
が
必
要
で
す
。
２
回
接
種
の
場
合
は
、

そ
れ
ぞ
れ
１
週
間
か
ら
４
週
間
の
間
隔
を

あ
け
て
接
種
し
ま
す
。

Ｑ
２　

優
先
接
種
対
象
で
は
な
い
人
は
接

種
で
き
な
い
で
す
か
？
優
先
接
種
対
象
者

は
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
ワ
ク
チ
ン
を
接

種
し
な
く
て
は
い
け
な
い
で
す
か
？

Ａ
２　

国
と
し
て
は
対
象
者
以
外
の
方
々

に
つ
い
て
も
、
優
先
接
種
が
終
了
し
だ

い
、
希
望
者
が
接
種
を
受
け
ら
れ
る
よ
う

に
す
る
必
要
が
あ
る
と
考
え
て
お
り
、
今

後
の
流
行
の
状
況
、
ワ
ク
チ
ン
の
供
給
量

な
ど
を
踏
ま
え
対
応
し
て
い
く
よ
う
で

す
。
ま
た
、
今
回
の
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン

ザ
接
種
に
つ
い
て
は
、
優
先
接
種
対
象
者

に
つ
い
て
も
、
接
種
義
務
が
生
じ
る
も
の

で
は
な
く
、
個
人
の
選
択
に
よ
り
接
種
を

受
け
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。　

Ｑ
３　

新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
に
感
染
し

た
人
で
も
、
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
予

防
接
種
が
必
要
で
す
か
？

Ａ
３　

一
般
的
に
、
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン

ザ
に
感
染
し
て
発
病
し
た
方
は
、
免
疫
を

持
っ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
て
い
る
た
め
、

予
防
接
種
を
す
る
必
要
は
な
い
と
考
え
ら

れ
て
い
ま
す
。
た
だ
し
、
確
実
に
新
型
に

感
染
し
た
と
言
え
る
の
は
、
Ａ
型
と
判
定

さ
れ
た
方
の
う
ち
、
確
定
検
査
（
Ｐ
Ｃ
Ｒ

検
査
）
を
実
施
し
た
方
の
み
で
す
。
確
定

検
査
は
、
重
症
で
入
院
が
必
要
と
判
断
さ

れ
た
方
が
該
当
に
な
り
ま
す
。
確
定
さ
れ

て
い
な
い
（
不
明
な
）
場
合
、
こ
れ
ま
で

の
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
は
新
型
で
あ
る
可
能

性
が
大
き
い
こ
と
を
ご
理
解
の
上
、
希
望

す
れ
ば
接
種
は
可
能
で
す
。

Ｑ
４　

国
内
産
と
輸
入
ワ
ク
チ
ン
で
は
何

が
異
な
り
ま
す
か
？

Ａ
４　

海
外
で
製
造
さ
れ
た
ワ
ク
チ
ン
に

つ
い
て
は
、
現
時
点
で
は
国
内
で
の
使
用

経
験
や
実
績
が
な
い
こ
と
。
国
内
で
は
使

用
経
験
の
な
い
ア
ジ
ュ
バ
ン
ド
（
免
疫
補

助
剤
）
が
使
用
さ
れ
て
い
る
こ
と
。
こ
れ

は
、
ワ
ク
チ
ン
と
混
合
し
て
投
与
す
る
こ

と
に
よ
り
、
免
疫
作
用
を
増
強
す
る
物
質

で
あ
り
、
一
般
的
に
、
副
反
応
の
発
生
す

る
確
率
が
高
い
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
い
ま

す
。
ま
た
、
国
内
で
は
、
鶏
卵
培
養
よ
り

製
造
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
使
用
経
験
の
な

い
細
胞
株
を
用
い
た
細
胞
培
養
よ
り
製
造

さ
れ
て
い
る
こ
と
な
ど
、
国
内
で
製
造
さ

れ
た
ワ
ク
チ
ン
と
は
異
な
っ
て
お
り
ま

す
。
今
後
、
様
々
な
デ
ー
タ
を
も
と
に
、

有
効
性
･安
全
性
を
確
認
し
て
か
ら
実
際

の
接
種
を
開
始
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

予約開始予定時期接種開始時期優先接種対象者

害１０月２３日(金)～医療従事者

１１月２日(月)～１１月１６日(月)～妊婦

11月２日(月)～１１月１６日(月)～基礎疾患を有する方（最優先）

１１月24日(火)～12月4日(金)～基礎疾患を有する方（その他）

１１月24日(火)～12月4日(金)～幼児（１歳～就学前）

12月中旬12月中旬を検討小学１年～３年

１２月上旬１月上旬１歳未満児等の保護者等

１２月中旬１月中旬小学４～６年生

１２月中旬１月中旬中学生、高校生、高齢者

主治医が

いる方

（入院／通院）

原則、

主治医が対応

基礎疾患等で

の入院・通院

中の医療機関

がない方

行政が公表す

る医療期間リ

ストから任意

に選択して受

診

新型インフルエンザワクチンの予約・接種スケジュール（予定）
威

慰

惟

易

尉尉尉尉尉尉尉尉尉尉尉尉尉尉尉尉尉尉尉尉尉尉尉尉尉尉尉尉

尉尉尉尉尉尉尉尉尉尉尉尉尉尉尉尉尉尉尉尉尉尉尉尉尉尉尉尉
意 意

掛基礎疾患の「最優先」と「その他」は主治医が判断する。

掛１歳未満児等の保護者等とは、１歳未満児の保護者等と優先接種対象者（幼児～小学３年生までに限る）のうち

身体上の理由により予防接種が受けられない場合の保護

司このワクチンの予約・接種のスケ

　ジュール（予定）は、国が先に示

　した接種スケジュールを基に、目

　安として作成したものであり、今

　後、変更がありえます。
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納税功労者檜山支庁長表納税功労者檜山支庁長表彰彰

　今年度の納税功労者檜山支庁長表彰が、１１月４

日（水）役場において行なわれ、「松岡納税貯蓄組

合」組合長の東間友美さんが受賞されました。

　同組合は、１０年以上にわたり、納期内完納など

納税に対する意識の高さや実績などが認められて

の受賞となりました。

新規就農者激励新規就農者激励会会
　11月１０日（火）町民ふれあいプラザにおいて新

規就農者激励会が開かれましたた。

　本年度の対象者は、後継者の原田拓幸さん（北檜

山区徳島）、江上浩平さん（北檜山区徳島）、新規

就農の細川錬さん（北檜山区北檜山）。

　会では、高橋町長をはじめたくさんの方々から

激励の言葉をかけられていました。

　３人は「地域の農業に貢献できるよう頑張りま

す。」抱負をかたっていました。

交通安全・高齢者宅訪交通安全・高齢者宅訪問問

（瀬棚商業高等学校（瀬棚商業高等学校））
　

　１０月２８日（水）～３０日（金）までの３日間、瀬

棚商業高等学校生徒による「秋季交通安全・高齢

者宅訪問」が行われました。

　同校では、毎年、ボランティア活動の一環とし

て行っており、今年も交通安全啓発活動と高齢者

のお宅を訪問し、手作りクッキーを手渡しました。

　３０日（金）には、瀬棚総合支所前において街頭

啓発を行い、５０人のドライバーへ手作りのクッ

キーなどを手渡し、安全運転のお願いをしました。

コ
リ
ド
ー
ル
交
流
情
報

コ
リ
ド
ー
ル
交
流
情
報
館館

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～
行行行行行行行行行行行行行行行行行行行行行行行行行行行行行行
っっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっ
ててててててててててててててててててててててててててててて
みみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみ

っ
て
み
よよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよ
ううううううううううううううううううううううううううううう
！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！
う
！
ととととととととととととととととととととととととととととと
ななななななななななななななななななななななななななななな
りりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりり

と
な
り
まままままままままままままままままままままままままままままま
ちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちち
～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～
ち
～

長
万
部
町                                      

～
長
万
部
町
ポ
イ
ン
ト
ガ
イ
ド
～

「 
平
和
祈
念
館
」

丸
木
位
里
・
俊
夫
妻
「
原
爆
の
図
・
母
子
像
」
な

ど
、
反
戦
と
平
和
を
願
う
心
が
生
ん
だ
美
術
工
芸

品
を
展
示
。
前
庭
に
は
、
世
界
的
彫
刻
家
、
本
郷

新
の
作
品
群
が
並
ん
で
い
ま
す
。〔
入
場
は
無
料
〕

●
場
所
／
長
万
部
4
1
3
番
地
の
1
2
（
セ
ン

タ
ー
通
り
）
●
時
間
／
午
前　

時
～
午
後
6
時
●

10

休
館
日
／
毎
週
月
曜
日
、
年
末
年
始
●
問
い
合
わ

せ
先
／
教
育
委
員
会
事
務
局
（
℡
0
1
3
7
7
・

2
・
2
7
4
8
）

八
雲
町                                         

特
産
品
を
お
届
け
し
ま
す
鎧

ふ
る
さ
と
パ
ッ
ク
『
八
雲
味
来
館
』

八
雲
町
の
特
産
品
を
集
め
た
ふ
る
さ
と
パ
ッ
ク

『
八
雲
味
来
館
』
を
お
届
け
し
ま
す
。
噴
火
湾
の
新

鮮
な
ほ
た
て
や
ホ
ッ
キ
貝
な
ど
の
海
の
幸
、
男
爵

い
も
な
ど
を
は
じ
め
と
し
た
農
産
物
な
ど
八
雲
の

物
産
を
揃
え
て
い
ま
す
。
チ
ラ
シ
（
注
文
用
紙
）

は
、
役
場
、
熊
石
総
合
支
所
、
落
部
支
所
、
八
雲

商
工
会
等
に
配
置
し
て
い
ま
す
。
●
問
い
合
わ
せ

先
／
八
雲
物
産
協
会
事
務
局
℡
0
1
3
7
・
6
3
・

2
1
1
1
（
役
場
商
工
観
光
労
政
課
内
）
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ　

http://w
w
w
.yakum

o
-bussann.co

m

八
雲
町
熊
石
地
域　
                         

試
し
て
み
て
！
熊
石
海
洋
深
層
水

海
洋
深
層
水
の
分
水
は
、
熊
石
漁
港
内
の
熊
石
海

洋
深
層
水
総
合
交
流
施
設
で
行
い
、
ポ
リ
タ
ン
ク

や
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
な
ど
へ
の
小
口
分
水
と
車
両
に

積
載
さ
れ
た
大
型
タ
ン
ク
へ
の
大
口
分
水
の
２
種

類
の
分
水
施
設
が
あ
り
ま
す
。
さ
ま
ざ
ま
な
効
果

が
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
の
で
、
こ
の
機
会
に
ぜ
ひ

お
試
し
く
だ
さ
い
。
●
町
外
利
用
者
／
小
口
分

水
、
一
般
用
（　

㍑
）
1
0
0
円　

業
務
用
（
１

20

逢
）
6
0
0
円
、  
大
口
分
水
／
一
般
用
（
１
逢
）

6
0
0
円
、
業
務
用
（
１
逢
）
6
0
0
円
●
分
水

時
間
／
平
日
の
午
前
9
時
～
午
後
5
時
（　

月
～

12

3
月
・
年
末
年
始
は
分
水
で
き
ま
せ
ん
）
●
問
い

合
わ
せ
先
／
熊
石
海
洋
深
層
水
総
合
交
流
施
設

（
℡
0
1
3
9
8
・
2
・
2
3
0
0
）

今
金
町                                         

ピ
リ
カ
ス
キ
ー
場

　

月　

日
オ
ー
プ
ン
予
定

12

23

ス
キ
ー
シ
ー
ズ
ン
到
来
！
ピ
リ
カ
ス
キ
ー
場
が　
12

     細川　練 さん、  江上浩平 さん、  原田拓幸 さん
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生・涯・学・習 
 

　１０月２４日（土）北檜山区丹羽の大津牧場にて牧場体験会を

実施いたしました。当日は北檜山区、瀬棚区の幼児から大人

まで計２５名の参加者が草やり、搾乳、バター製作、など牧場

の仕事を体験しました。参加者は皆口々に「来年も来たいね」

と満足そうな表情で牧場を後にしまし

た。

牧場体験会 ～せたなっ子を育てる健全育成事業～

　10月19日(月)～20日(火)、平成21年度せたな町高齢者大学(

北檜山いきがい学園・大成くおん大学・瀬棚寿大学)事業とし

て、学生59名と引率職員を含め1泊2日で余市・定山渓・洞爺

方面への修学旅行が実施されました。

　ニッカウイスキー余市蒸留所、豊平峡ダム、サイロ展望台、

ウインザーホテル見学など新たな発見と貴重な体験を重ねる

なかで、学生各々は社会的視野を拡げ、互いにふれ合いを一

層深めるとともに今後の学びへの意欲と楽しかった思い出を

土産に帰着しました。

せたな町高齢者大学修学旅行

　１１月９日（月）、せたな町民体育館において「せたな町ス

ポーツ専門講座」が開催され、講師のＮＰＯ法人 心・体・食

サポート協会 専属指導員 山本 敏美 氏の指導のもと、３０代か

ら７０代の男女合わせて約３５名で行われました。

　内容は、自宅で簡単にできる「ながら運動」というペット

ボトルを使用しながら普段使用しない筋肉を効果的に使用す

る運動や、「体幹トレーニング」という体を動かさずに行うト

レーニングなどを行い、普段見慣れない動作や笑いを混ぜた

指導方法により参加者は悪戦苦闘しながらも楽しく心地良い

汗を流していました。

せたな町スポーツ専門講座

　１０月１２日（月：祝日）、せたな町民体育館において「体力・

運動能力テスト」が開催されました。本事業は、せたな町体

育指導委員の会が主催し行われたもので、町内の小学生約５０

名が参加しました。

　最初に準備運動をして、各学年ごとに７班に別れ、違う学

校の子どもたちと普段あまり行うことの無い「握力」などの

テスト項目を、記録を比べたり話しをしたり楽しそうに測定

していました。なお、この事業は来年度以降も継続して行わ

れる予定です。

新体力テスト実施要項を参考に体力測定を実施（６種目）

①握力　②上体起こし　③長座体前屈　④反復横とび

⑤２０ｍシャトルラン（往復持久走）　⑥立ち幅とび

体力・運動能力テスト



18広報せたな

ご
利
用
く
だ
さ
い　
　
　
        

北
檜
山
職
業
相
談
室
で

の
取
り
扱
い
に
つ
い
て

　

雇
用
保
険
受
給
手
続
か
ら
認

定
・
給
付
ま
で
、
ご
本
人
の
申
し

出
に
よ
り
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
八
雲

で
受
付
が
で
き
ま
す
の
で
ご
利

用
く
だ
さ
い
。

　

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
函
館
・
北
檜

山
職
業
相
談
室
へ
の　

月
、
１

12

月
の
職
員
派
遣
日
は
次
の
と
お

り
で
す
。
大
成
区
の
方
の
管
轄

は
江
差
出
張
所
で
す
。

●
派
遣
日
時

・　

月　

日
昭
９
時
～　

時

１２

２４

１７

・
１
月
６
日
昌
9
時
～　

時
１７

問
合
せ　

北
檜
山
職
業
相
談
室

　

殺
0
1
3
7
・
8
4
・
5
7
2
4

問
合
せ　

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
八
雲

　

殺
0
1
3
7
・
6
2
・
2
5
0
9

問
合
せ　

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
江
差

　

殺
0
1
3
9
・
5
2
・
0
1
7
8

ご
利
用
く
だ
さ
い　
  　
         

精
神
保
健
相
談
（
心
の
健
康

相
談
）
の
実
施
に
つ
い
て

　

八
雲
保
健
所
で
は
、
精
神
保

健
及
び
同
障
が
い
者
福
祉
に
関

す
る
相
談
を
実
施
し
ま
す
。
相

談
は
、
事
前
予
約
制
で
す
。

●
場
所
／
八
雲
保
健
所

●
日
時
／　

月　

日
昭

１２

１０

　

午
後
１
時　

分
～
３
時

３０

●
相
談
員
／
精
神
科
医
師
又
は

心
理
相
談
員

問
合
せ　

八
雲
保
健
所
健
康
推
進
課

　

殺
0
1
3
7
・
6
3
・
2
1
6
8

ご
利
用
く
だ
さ
い　
　
　
         

函
館
裁
判
所
出
張
手
続

案
内
の
開
催
に
つ
い
て

　

函
館
裁
判
所
か
ら
職
員
が
出

張
し
住
民
の
皆
様
を
対
象
と
し

た
出
張
手
続
案
内
を
行
い
ま

す
。（
予
約
制
）

●
場
所
／
瀬
棚
総
合
福
祉
セ
ン

タ
ー
や
す
ら
ぎ
館

●
日
時
／　

月　

日
昭

１２

１７

　

午
後
１
時
～
４
時

●
予
約
方
法
／　

月　

日
ま
で

１２

１０

に
函
館
地
方
裁
判
所
事
務
局
総

務
課
長
ま
で
電
話
で
お
申
込
み

く
だ
さ
い
。

問
合
せ　

函
館
地
方
裁
判
所

　

殺
0
1
3
8
・
3
8
・
2
3
7
2

　

月
４
日
～　

日
ま
で
は        

１２

１０

「
第　

回
人
権
週
間
」

６１
特
設
人
権
困
り
ご
と　

心
配
ご
と
相
談
所
開
設

　

児
童
・
生
徒
の
い
じ
め
、
体

罰
、
家
庭
内
の
い
ざ
こ
ざ
、
借

地
借
家
、
不
動
産
、
登
記
、
筆

界
特
定
、
相
隣
関
係
等
、
身
近

な
人
権
・
法
律
問
題
等
心
配
ご

と
な
ど
が
あ
り
ま
し
た
ら
ご
相

談
く
だ
さ
い
。
ど
な
た
で
も

ご
自
由
に
相
談
で
き
ま
す
。

（
相
談
無
料
、
秘
密
厳
守
）

●
日
時
・
場
所

・　

月
１
日
峨
午
後
１
時
～
３
時

１２

　

町
民
セ
ン
タ
ー
（
大
成
区
）

・　

月
３
日
牙
午
後
１
時
～
３
時

１２

　

や
す
ら
ぎ
館
（
瀬
棚
区
）

・　

月
８
日
峨
午
後
１
時
～
３
時

１２

　

ふ
れ
あ
い
プ
ラ
ザ（
北
檜
山
区
）

●
相
談
員
／
人
権
擁
護
委
員
、

法
務
局
職
員

問
合
せ　

役
場
総
務
課
総
務
係

　

殺
0
1
3
7
・
8
4
・
5
1
1
1

せ
た
な
警
察
署
か
ら
の
お
願
い  

捜
し
て
い
ま
す
鎧

オ
ウ
ム
特
別
手
配
被
疑

者
の
発
見
に
ご
協
力
を

　

オ
ウ
ム
関
係
特
別
手
配
被
疑

者
で
あ
る
、
平
田
信
（　

歳
）、

44

高
橋
克
也
（　

歳
）、
菊
地
直
子

51

（　

歳
）
は
、
依
然
と
し
て
行
方

37が
分
か
り
ま
せ
ん
。

　

発
見
検
挙
の
た
め
に
は
住
民

の
皆
様
の
協
力
と
情
報
が
必
要

で
す
。

　

「
似
て
い
る
人
を
見
た
」
等
、

ど
ん
な
些
細
な
こ
と
で
も
警
察

ま
で
情
報
を
お
寄
せ
下
さ
い
。

●
平
田
信
（
ひ
ら
た
ま
こ
と
）

　
　

歳　

身
長　

セ
ン
チ
位

44

１８３

●
高
橋
克
也
（
た
か
は
し
か
つ
や
）

　
　

歳　

身
長　

セ
ン
チ
位

51

１７３

●
菊
地
直
子
（
き
く
ち
な
お
こ
）

　
　

歳　

身
長　

セ
ン
チ
位

37

１５９

問
合
せ　

せ
た
な
警
察
署

　

殺
０
１
３
７
・
８
４
・
６
１
１
０

（有料広告）
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戸籍の窓口
（１０月１日～１０月３１日届出）

　この欄に掲載をしている方は、本人または
ご家族の了解を得ています。

人口と世帯

10月末現在（前月比）

（－28）10,004人人 口

（－  7）4,738人男

（－21）5,266人女

（－14）4,619世帯世 帯

お誕生おめでとう 　　　　

○西澤　 祐希  くん　　（義彦）愛　知
ゆ う き

○八田　 昊翔  くん　　（雅志）豊　岡
こ う と

○長谷川　 巧  くん　　（裕治）北檜山
たくみ

○中村　 光希  くん　　（真一）北檜山
こ う き

ご結婚おめでとう　　 　　

　山本　　亨さん　　　豊　岡

　多田　佳未さん　　　徳　島

　加賀谷　翔さん　　　本町８区

　伊藤いつかさん　　　森　町

おくやみ申し上げます 　　

○田中　弥市 さん　（94歳）西丹羽

○氏家　　悟 さん　（93歳）豊　岡

○佐藤　トキ さん　（79歳）豊　岡

○蓬田　慶子 さん　（60歳）北檜山

○坂本　克幸 さん　（53歳）若　松

○五十嵐末作 さん　（92歳）北檜山

○渥美フジヱ さん　（89歳）北檜山

○岸本富士夫 さん　（53歳）松　岡

○大坪フミ子 さん　（92歳）本町５区

○城ヶ端 枝 さん　（97歳）本町８区

○井越　千賀 さん　（52歳）久　遠

○長門　こと さん　（94歳）宮　野

○新保　英雄 さん　（84歳）　都

○手塚　セツ さん　（92歳）宮　野

灼

灼

年金係からのお知らせ 　　　　                      　　

■問い合わせ先／函館社会保険事務所 殺 ０１３８-５６-１１６5
・本庁町民児童課戸籍年金係 [担当/尾野] 殺 0137-84-5111（内線１１３7）
・瀬棚総合支所総務税務課戸籍年金係 [担当/竹内] 殺 0137-87-3311（内線3115）
・大成総合支所町民福祉課戸籍年金係 [担当/栄田] 殺 01398-4-5511（内線２１５８）

「納められないから」・・・って
　　　　　　　ほっといてませんか？
　国民年金には、経済的な理由等で保険料を納めることが困難な
場合には、本人・配偶者・世帯主の前年所得が一定額以下の場合、
申請することで保険料の免除を受けることができます。
　また、仕事をやめて、国民年金保険料を納めないままにしてい
ませんか？
　失業などで所得が無くなったことにより、保険料が納められな
い場合に、離職票等の写しを添付していただくとその方の前年所
得は審査対象外となる退職(失業)等による特例免除があります。
　ただし、配偶者や世帯主に一定以上の所得があるときは免除が
認められない場合があります。

※前年度及び今年度に失業(離職)した方が対象です。免除の該当
になるのは、平成２１年度分(平成２１年７月～平成２２年６月)です。
　※配偶者・世帯主が失業(離職)された場合も対象になります。
【手続きに必要なもの】
　①基礎年金番号のわかるもの(年金手帳、納付書等)
　②印鑑
　③失業していることが確認できる公的機関の証明の写し
    （雇用保険受給資格者証、雇用保険被保険者離職票等）

世帯主の
前年所得

配偶者の
前年所得

申請者(本人)の
前年所得

所得審査あり所得審査あり所得審査あり一般の免除申請

所得審査あり所得審査あり所得審査なし
申請者(本人)が失業
したことによる
特例申請

季節労働者のみなさまへ

拒雇用相談窓口拠を開設します

渡島檜山北部通年雇用促進支援協議会では、季節労働者の通年雇用
を促進するため、季節労働者皆様の職業相談、各種助成制度・融資
制度等の案内、インターネットによる全国の求人情報の提供、季節
労働者の協議会登録などを行う「雇用相談窓口」を開設いたします。
 ◆日時　平成２１年１２月１１日（金） 午前１０時から午後３時まで
 ◆場所   せたな町役場産業振興課
 　※上記日時以外でも、事前に連絡をいただければ、随時実施い　
　たします。 

　問い合わせ先　渡島檜山北部通年雇用促進支援協議会     　　　
　　 　　　　　　　 電話　０１３７－６４－３３５５（直通）
　　　　または、役場産業振興課    ８４－５１１１
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税を考える週間書道展広報見聞録  

Koho - kenbunroku

　11月11日から17日までの「税を考える週間」に行なわれた小学校児童によ
る書道展が開催され、出展作品239点の中から31点の入賞作品が選ばれまし
た。
　入賞者は次のとおりです。

　　　茅瀬棚区　　　茅大成区　　　茅北檜山区
羽二生　空馬場川小5年古守　温久遠小6年川口拓磨北檜山小5年

成田汐里島歌小6年寺分梨乃久遠小3年菊地司眞北檜山小6年

西村花菜馬場川小6年平澤亮斗久遠小4年小林穂香北檜山小6年

横山みのり馬場川小6年杉村北斗平田内小5年遠藤　良小倉山小5年

酒井楓華島歌小5年手塚大樹久遠小5年本杉喜貴小倉山小5年

手塚唯斗島歌小5年小林孝則平田内小6年元島花恋玉川小5年

結城優斗島歌小5年上野有紗久遠小3年大内永子太櫓小6年

澤田梢衣馬場川小6年笹谷卓哉長磯小5年西川亜里沙若松小6年

西川　淳馬場川小3年差波真由香久遠小6年本杉麻衣小倉山小6年

佐藤夢夏馬場川小4年内木　楓北檜山小3年

横山ちはる馬場川小4年八重樫皇太太櫓小2年

▼
取
材
で
久
遠
小
学
校
を
訪
ね
ま
し

た
。
な
つ
か
し
の
我
が
母
校
で
す
。

さ
す
が
に
卒
業
し
て
ン
十
年
も
た
つ

と
、「
お
お
概
こ
の
壁
の
キ
ズ
概
」
と

か
「
お
お
概
こ
の
教
室
概
」
と
か

「
お
お
概
・
・
・
」
な
ど
と
思
い
出
せ

る
記
憶
も
あ
ま
り
な
く
・
・
・
。「
こ

う
い
う
造
り
だ
っ
た
ん
だ
ぁ
」
と
い

う
新
た
な
（
？
）
発
見
で
と
て
も
新

鮮
で
し
た
。「
リ
サ
イ
ク
ル
工
作
コ

ン
ク
ー
ル
」
や
「
牛
乳
パ
ッ
ク
絵
画

コ
ン
ク
ー
ル
」
で
子
ど
も
た
ち
に
取

材
で
す
。
み
ん
な
照
れ
な
が
ら
も
一

生
懸
命
答
え
て
く
れ
ま
し
た
。
み
ん

な
の
作
品
は
ど
れ
も
、
い
ろ
い
ろ
な

工
夫
が
し
て
あ
っ
て
楽
し
い
作
品
ば

か
り
で
し
た
。
小
さ
い
頃
か
ら
、
工

作
と
か
絵
画
と
か
「
図
工
の
時
間
」

が
、
と
っ
て
も
苦
手
だ
っ
た
私
と
し

て
は
「
す
ご
い
鎧
」
と
た
だ
た
だ
感

嘆
。
み
ん
な
と
っ
て
も
上
手
で
す
。

そ
う
い
え
ば
、
小
学
1
年
生
の
頃
、

図
工
の
時
間
で
「
絵
」
を
描
い
た
時

に
、
ク
レ
ヨ
ン
の
黒
や
青
を
使
い

切
っ
て
い
て
、
夜
空
を
「
む
ら
さ
き
」

色
に
塗
っ
て
し
ま
っ
た
こ
と
が
あ
り

ま
す
。「
む
ら
さ
き
は
ダ
メ
だ
よ

な
ぁ
～
」
と
、
子
ど
も
心
に
も
分

か
っ
て
い
た
の
で
す
が
・
・
・「
ま
ぁ

い
っ
か
」
と
安
易
に
塗
っ
た
の
が
あ

と
の
祭
。
な
ん
だ
か
空
と
か
に
「
紫

色
」
を
使
う
と
、
心
理
状
態
と
か
精

神
状
態
が
心
配
さ
れ
る
ら
し
く
・
・
・

案
の
定
、
先
生
に
と
て
も
心
配
さ

れ
、
家
ま
で
先
生
が
訪
ね
て
来
て
く

だ
さ
っ
た
こ
と
を
思
い
出
し
ま
し

た
。「
先
生
外
心
配
か
け
て
ご
め
ん

な
さ
い
。」　

（
丹
羽
・
稲
船
・
堀
部
）
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